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ESD情報を共有する “しくみ” づくり
情報共有プロジェクトチーム・リーダー　清水 悟

情報共有プロジェクトチーム（情報 PT）では、幅
広い対象へ多様な情報を受発信（共有）していくた
めに、以下の媒体による事業を展開してきた。

■ホームページの運営
2003 年 10月の開設以来、「わかりやすい」「使い

やすい」サイトをめざして整備をすすめてきた。以下
の2点の役割がある。
① 国連や政府の動き、イベント情報、各プロジェクト
チームの活動情報など、会員が ESDにかかわる
最新の情報をキャッチする場。

② インターネットをとおしてはじめて知る人たちが期待
と共感をもってESDに接近できるような基本情報
の提供。
ESDについての理解を深めたり、会議やセミナー

でESDを説明するさいの参考資料も揃っている。も
ちろん、各地の実践事例や、ときどきのイベント情報
も。みなさんの活動に役立てていただくための活用法
を114ページに掲載したので、ぜひご覧いただきたい。

■メーリングリストの運営
正会員、準会員がリアルタイムで発言したり、やり

とりするための場として、メーリングリストを運営してい
る。会員が各地で行っているESDにつながる活動の
紹介をはじめ、ESDの国内政策について民間が政府
になにを提言していくべきか、ESD-J がなにをすべき
かなど、電子上で活発な情報提供・提言が行われて
いる。
たとえば、郵政民営化が争点となった2005 年 9

月の総選挙にあたって、ESD-Jは各政党への緊急ア
ピールを発信した（40ページ参照）。その発端は、
各政党のマニフェストに「ESD」はおろか「持続可能
性」といった言葉も盛り込まれていないことに危機意
識をもった会員が、メーリングリストへ投稿し、各政
党への働きかけを提言したことであった。解散総選挙
というあわただしい日程のなかで、組織的な動きがと
れた理由の一つには、メーリングリストを活用しスピー

ディーに会員の賛同を得られた点が挙げられる。

■機関紙「ESDレポート」の発行
2004 年 9月に創刊した。基本は8ページで、季刊

（年 4回）発行とし、2005 年 3月で 7冊を数えた。
特集では、概念が先にたってしまいがたちなESDの
内実を、地域の具体実践のなかにみる試みを続けて
きた（「地域発 ESD」：4ページからの座談会や再録
記事も参照）。また、各プロジェクトチームからの情
報提供、会員からのメッセージ、用語解説・書籍紹介、
など広く一般の人びとにも読んでもらえる内容となって
いる。
あわせて、「ESDレポートを読む会」を各地で実施

してきた。なかには、大学の公開講座に組み込んで実
施する（鹿児島大学）などの動きがでている。

■年間活動報告書の発行
年 1回発行。ESD-Jの活動報告書ではあるが、関
係者のみならず、ESDの入門書として幅広い読者に
使ってもらえるような編集を心がけている。
2003年度は、環境教育、開発教育、ジェンダー教育、
人権教育、平和教育と、それぞれの教育分野からの
ESDへの接近について考察する特集。2004年度は、
読者からのQ&Aも盛り込んだESDの具体事例の紹
介をはじめ、ESD基本用語集、国際実施計画案の読
みどころ、などを特集している。そして、2005年度の
本報告書では、ESDの指標づくりへ向けての座談会や、
いよいよ策定された日本実施計画、国際実施計画をコ
メント・評価する記事などを盛り込んだ。

以上、4つの媒体を柱としつつ、入門用冊子『ESD
がわかる！』の発行など、スポット的な情報発信も含
めて、情報共有の基盤を整備してきた。ESDをいかに
「わかりやすく」発信し、一般の人にとっても身近な
言葉とすることができるか。これまでの取組みを継続し
つつ、今後は、ホームページを中心に会員参加型の
コンテンツづくりを徹底し、各地の取組みを後押しす
るような情報の交流をすすめたい。
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ESD-J のホームページをご紹介します。
はじめての方にとっても、「 」と共感を呼ぶ
ようなわかりやすいサイトであると同時に、会員の方にとっても ESD-J や ESDの 10 年にかかわるニュース
が的確に伝わるように、日々更新を続けています。
では、こんなときにこう活用してほしい！という便利な使い方をナビゲートしましょう。　　（高坂まゆか）

ESD-Jのウェブサイトアドレス　　  http://www.esd-j.org/

トップページには、事務局から発信される、最新のニュースが掲載されています。

「ESDとは」
ESDの 10 年に至るプロセスや、
ESDの概念についてコンパクトに紹
介しています。2002 年第 57回国
連総会決議など、関連文書へのリ
ンクも充実しています。

「事例にみるESD」
ESDレポートで紹介した事例、
地域ミーティングのレポートなど
がご覧いただけます。

トップページのニュースはカテ
ゴリーごとに分類されており、
知りたい分野の記事を時系列
で閲覧することができます。
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メニューバーの「団体概要」から「ESD-J の沿革」を選択します。
2001年 4月のヨハネスブルグサミット準備会合から2005年 3月 ESDの 10年キックオフまでの4年間の ESD-J
および、ESDに関わる国内外の動きが一覧できます。
※また ESD-J や ESDの 10年のプレゼンテーション資料もダウンロードできます（117ページ参照）。
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① メニューバーの「事例にみる ESD」を選択します。

② メニューバーの「会員ネットワーク」を選択します。

「会員ネットワーク」
ESD-J 団体正会員と賛助会員が一覧で
きます。それぞれの団体が ESDにどの
ように取り組んでいるのかがわかる「実
践事例」も、随時追加していきます。

『ESDレポート』で
紹介された、国内・
海 外 の「 地 域 発
ESD」事例などを
一覧できます。
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メニューバーの「発行物ダウンロード」で ESD-J がこれまで発行してきた、以下の発行物を閲覧・ダウンロードで
きます。

▼ESDがわかる！
ESD を知り、考え、広げていくためのツールとしてご活用いただけます。ESD・ESD の 10 年・
ESD-J をわかりやすく紹介する内容です。
▼ESDレポート
国内で活動する NGO・NPO や個人向けに、 ESDをめぐる国連機関や政府の動き、国内地域での実践
事例などをテーマごとにまとめたレポート。年 4回の発行です。
▼プレゼンテーション資料
ESD-J や ESDの 10 年をわかりやすく説明するパワーポイント資料です。
▼各国語パンフレット
日本の動きを海外へ発信し、国際的な「ESDの 10 年」へ向けたネットワークの構築を呼びかけるた
めのパンフレットを、英・中・韓国語で作成しています。
▼年間活動報告書
ESD-J がこれまで取り組んできた政策提言、情報提供、ネットワーク推進、海外NGOとの交流といっ
た活動に関する報告のほか、ESDをとりまく社会の動きに関する概説や、関連する主要国際文書など
の資料を掲載しています。

「 」
とご好評の冊子、「ESDがわかる！」。ダウン
ロードページには、「キーワードリンク集」を
盛り込み、冊子のなかのキーワードを、詳し
く知りたい方が、関連サイトへ簡単にアクセス
することができるようになりました。

はじめての人にわかりやすく、会員に便利で役立つサイトをめざし、今後一層の充実を図ってゆきます。




